
1〇・森林の構造と成長の関係解析

1.試験担当者

本垮龄部経営第二科長 西 沢 正 久 ほか

北海道玄堤鮮皆部長 長 内 力 ほか

東北支場 〃 余 野 賢 您 ほか

関西支埸育林部瞬研究室 上 野 賢 殉 ほか

四国支場就研究室長 都 築 和 夫 ほか

九州支場育林部絳営顾 室長 栗 屋 仁 志 ほか

木曾分埸造林研究痙 原 将 勇 ほか

2•試験目的

森林の構造と成長,収裡の実態を固定試験地において定期的にしとめ,森林の生産力を把握す 

ることと,と’のような施業方法によって最iftの生布力を発揮することができるか,また現夹には 

どのような森林の構卷があり,生産力の為い構造とはどのようなものかを明らかにする。さら忙 

森林生産力と利用面の関係から施業鮮営のあり方を研究する。

5.昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本 場

収穫試験地で,甫径と樹祢が全都,瀾定された場合のテータシー卜の印刷およびとりまとめの 

プログラムを完成した。これは本場に設野されているM EA C12 4。用プログラムであり,こ 

の計算機で計算した結果を紙テープにとり,研究室に設置したニアツクライターで,印刷を完成 

するようkなっている。4 4年度に［土,九州支場と柬北支埸のデータyついてとりまとめた。

また,力・スルント・の樹高曲線式の計算プログラムを作成し,前橋営林局の樹高曲線の計算を行

なった〇

〇北海禮支歩

t北海逆支場の収後域験は,昭和5 6年から年次自通に従って,道内五営林岡管内の國有林造 

林地に杖験地の設定を峽し,昭和4 2年までの7年間に,トドマツ人球6ヶ所,カラマッ 

人工林2ヶ所の跋験址を設けた。カラマツは計画に対して3ヶ所滅である恥,これは試験地と 

して好適な林分のないことに起因する。セた,昨年までにトドマツの5就験地は2回目の輝杏

8 一

を秘えて,この分の成麟繊をえている。

2.野幌試験林の舞士樹種および外国産枝珮人工牀の成長眼就験牡昭和14年から,年次計画に 

よって,5樹種,20ヶ所の試験她を設定し,測定をくりかえしてきた。この成績は壁和42 

年中間にとりまとめをおこない,研究報告の2 0 2号に発表した。

〇束北支羽

日本海測の東北姑帯について,スギ人工林を中心として構進別の成長法則や,•各種林分因子間 

の関係を推定,収夜股,成長母の推定のため固津理也を設け,定期的K林分队卉を行なってき 

た。

収集資料をもとに成長の法則性の追究や,スギ収硬表の稻度の問囲,拙位区分の間题,成長予 

測の問題について解析を進め,構造ごとの成長推定が或る程度可能となり,琳の料渤t画上重 

要な収獲表の神正について2 . 3の提案をした。

歡多くの実証記铮から,成長,収獲上の法則性が明らかになり,密度と功位をもとに将来の生 

産・:の予測が容易になりつつある。

〇関西支埸

紅験地は5年毎に綢杏を繰越している。全股の試験址’については,昭和3 3年,昭和3 8年に 

収棲試験地岡杏中間報告として発表されている。

個々の試験址の洞？ffSの成果はその都度支場年報K掲載するほか断片的な知見についてほ学会, 

学会陆など1て発表している。

前年度は林学会大会に「スギの薛形について」,林学会関两支部大会にヒノキ人工林のnujfli 

林分と黛間伐林分の比較」について瓮表した。

〇四国支場

魚梁瀬皆林釆管内

西又柬又山収磯試験地

昭和3 5年度設定

昭和4 〇年度第2回定期醐査

昭和4 2年度林分調査間伐実施

髙松當林署管内

浅木原スギ収裡試建地

昭和4 Q年度股定
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高松営林署管内

浅木原ヒノキ収魏弑帥地

昭和4i年度股定

〇九州支場

!調香資料をとりまとめ,林分構造因子の現存仙および生長駐を箕出した。

2. 固定我験蝴てよる解析の資科繡充方法として,初診解析木による林分解析方法を咻し良好 

な結果を得た。

3. 調査時ごとに胆製される樹麻曲総を修正するため,林令を加えたネスルント式で検討した結

, 果平均樹商材積生長•故は,合理的な経住変化を示した。

4•有林のための技術的処理の比較を短期間忙合導的に行なう方法を検討するため,樹幹瞬战 

より虫害の影律や施肥効果の比敝を行なった。

5.林木の生長と周囲密度の関係解析のため,受光角の林木の各大きさに及ぼす影弊|測定時点 

の検討を行なった。

〇木・分場

1. 臼田営林署管内

樹山ん瑯収獲就験地第ろ回定期調査

2. 蜘皆林旳内

A稜収穩試験地中間調査

3. 王滝営林・夢管内

王滝A種収移試験她中間調布

4. 岩村田営林％管内

髙除アカマツ人工林収横試験勲

第3回定噸査

以上4試酸地の調乔を実施し,資料のとりまとめを行ない,忒験地台帳に紀畝した。

4.昭和4 5年度の試験計画

〇本 埸

前鎖度の担当官会議で論議した坊胳的繰式,材秘曲線式のプログラムを作成し,樹高が全部 

測定されない収稜試験地のとりまとめの蜜招!"算機体系をととのえる。同時に支分場,営林用 

から送られてくる直從,樹嬴が全部測定されているデータについても,微子計算機でそのとり 
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まとめを行ない,結果を送付する。

0北海道支堤

1.1)定期検査

帯広営林局弟子屈峯業区のペケレトドマツ人工林収值試験抽の第2回目謂査を！回目間 

伐を実行する〇

2 )*^林局試験地データの集収

林就本場での電算機による計算処理にあわせて,営林局試験址データの集収を常時おこ 

ない期帝料とする。

5)営林局試駿的の共同税杏および間伐指类旭川営林局管内において実行の予定。

2.野馄試験地の下acブロットについて定猊玛宜および即伐を実行する。

定叫即斉 网伐

ト ト・マッ

エゾマッ 

ストロ ーブマッ 

ャチダモ

3ヶ所

2

°東北支場

秋印卞?林問管内の岩川(能代滑),砥沢(段田攀),中山(本荘署),深沢(新在玳)の各 

試蜒・ついて定期林分働斉を行ない,核造分析,収箱の推移,成長分析などを行なう。さら 

忙,辭形調斑を併用し,林分施莱と幹の完滑度,殊讨歩止り問逝Kついても究明する。

東北地方太平洋側の地帯ではほとんど5H究忙未着手なので,胃森営林局管内大熙渡署または 

宮古碧内に1カ所試験如の新設を試み,间堆域の生育閲係を解明する。

すでに調杳済の試瑜地資料によって従来まで提案なり研究されてきた各稚の予測方法!Cつい 

て械度の問題や有効性の硏究を進める。

0関西支埸

上紀実施場所の1においては,スギ人工林試醜地及ぴヒノキ人工林試験址の林分麴奋と問伐〇 

2においては,スギ人工林試験地とヒノキ人工林涙蛔!の林分細奔と間伐。

3においては,ヒノキ人工林試験堆の林分润資と間伐。林分話査は胸髙直径樹高の毎木漂定, 

樹冠投影面積の測定,林木の周辺密度の測定,林木の幹級区分などを行なう。

°四S3支場

第3回目の定阙0査と試験地標杭のとりかえ
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第2回の定职!〇:と試験怕標抗のとりかえ

第2回目の定期彌？Fと試験卸標杭のとりかえ

西条営林碧管内

ヒノキ収检就験地の新設

〇九州支場

1) 収携試験施行娜および収穫試験地整嚇価に基づいて5ヶ所の固定膩験均の定瞰査お 

よび1ヶ所の折設を行なう〇

2) 収囈試験地資料による受光角と生長との関係解析

5 )各種林分密度表示による収穢試邮の生長解析

〇木皆分場

! 八ヶ岳天然幼令林の保育(間伐)試験址第2恒！中間編査

2.軽井沢カラマツ人工林収裡試験地第5回定顺耆

5,京士里カラマツ人工林収授試蜘第3回定期髀奋

4.ヒノキ間伐鼠:験地節3回訓杏

湯舟沢,中根沢,床並沢•塩沢

※ 定期顎間伐を含めた諏査を行ない,中問誕衣は武験他の管理を主として行なう。
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11.全木集材の地力維持に及ぼす影響

t試験担当者

木榻土じょう部土じ1う肥料研究室長 杳本 衛ほか

北海道支埸造林部土じXう研究室長 原田 洗ほか

四国支埸士じXう研究室 岩川 旋幸ほか

2•試験目的

全木架材・によりひき起されると予想される地力の低下の智度を明かにするため全木集材による 

土壤の物理性•化学性の経年劉匕流亡養分依などの極資科を奇て,地方維持対策に資する。

3.昭和4 4年度の経過とえられた結果

。本 場

広葉樹の全木集材は,伐例時に大部分の枝葉が幹からはなれるため持出し畑は:俺少であるこ

とがわかった〇

柬京常林局,束京営林取滝ノ沢国有林について,試験地設定胸査を行なった。

丧水分の流亡涸杏のためのライシメーターについて検肘した。

〇 ：!満道支埸

全屛集材跡她«枝条散布区,無散布区を2回反復で設定した。

9 6年生のトドマツ天然林で全木集材にともなう養分持出信を次表のように計J5した。
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伐採後林址忙残る 

狡分•鏡34a

伐採Kよる券分

持出fit 印あ

全木集材 N 10 8 7 5 5 1

ら〇3 1 5 〇 6 8

k2 〇 5 5 1 4 0 5

cao 17 8 0 10 7 2

全辞集材 N 15 8 4 2 5 4

ら〇3 1 9 4 2 3

K? 〇 5 1 5 2 2 1

cao 2 2 2 4 6 2 9


